
「罪を贖う供え物は必要ない」         2019 年 01 月 12 日 

ヘブライ人への手紙 10 章 8 節～18 節 ここで、まず、「あなたはいけにえ、献げ物、 

焼き尽くす献げ物、罪を贖うためのいけにえ、つまり律法に従って献げられるものを望み

もせず、好まれもしなかった」と言われ、次いで、「御覧ください。わたしは来ました。

御心を行うために」と言われています。第二のものを立てるために、最初のものを廃止さ

れるのです。この御心に基づいて、ただ一度イエス・キリストの体が献げられたことによ

り、わたしたちは聖なる者とされたのです。すべての祭司は、毎日礼拝を献げるために立

ち、決して罪を除くことのできない同じいけにえを、繰り返して献げます。しかしキリス

トは、罪のために唯一のいけにえを献げて、永遠に神の右の座に着き、その後は、敵ども

が御自分の足台となってしまうまで、待ち続けておられるのです。なぜなら、キリストは

唯一の献げ物によって、聖なる者とされた人たちを永遠に完全な者となさったからです。  

聖霊もまた、わたしたちに次のように証ししておられます。「『それらの日の後、わたし

が／彼らと結ぶ契約はこれである』と、／主は言われる。『わたしの律法を彼らの心に置

き、／彼らの思いにそれを書きつけよう。もはや彼らの罪と不法を思い出しはしない。』」 

罪と不法の赦しがある以上、罪を贖うための供え物は、もはや必要ではありません。 

 

「『あなたはいけにえ、献げ物、焼き尽くす献げ物、罪を贖うためのいけにえ、つまり 

律法に従って献げられるものを望みもせず、好まれもしなかった』と言われ、次いで、『御

覧ください。わたしは来ました。御心を行うために』と言われています。」神は、人の手

による律法に従って献げられるいけにえを好まれなかった。だから、神が遣わした永遠の

大祭司キリストが、神の御心を行うために来ましたという出来事が必要であった。キリス

トがもたらした真の救いを立てるための第二の出来事とは、神の御心に基づいて、ただ一

度イエス・キリストの体が献げられたことにより、わたしたちは聖なる者とされたことで

ある。すべての祭司は、毎日礼拝を献げるために、決して罪を除くことのできない同じい

けにえを、繰り返して献げて来たが、この最初の律法による祭儀は廃止され、今や、キリ

ストが、罪のために唯一のいけにえを献げて、救いを全うし、永遠に神の右の座に着かれ

た。その後は、敵どもが御自分の足台となってしまうまで、キリストに信頼する人々を待

ち続けておられる。なぜなら、キリストは唯一のいけにえである御自分の体を献げること

によって、聖なる者とされた人たちを永遠に完全な者となさったからである。     

聖霊もまた、私たちに次のように証ししている。「『それらの日の後、わたしが／彼ら

と結ぶ契約はこれである』と、／主は言われる。」この言葉は、エレミヤの「新しい契約」

の預言の冒頭の言葉である。「見よ、わたしがイスラエルの家、ユダの家と新しい契約を

結ぶ日が来る、と主は言われる（エレミヤ書 31：31）。」エレミヤは、国が滅び行く時に、

民の荒廃を見、人間は律法を守り得ない存在であることを知らされた。だから、人間の力

に根拠を置くのではなく、神が一方的に立ててくださる全く新しい契約においてしか、人

間に救いはないと預言した。その救いの内実が、「『わたしの律法を彼らの心に置き、／

彼らの思いにそれを書きつけよう。もはや彼らの罪と不法を思い出しはしない。』」であ

る。律法を人間の心の中に置き、心に書きつけ、罪と不法を思い出すことなく、永遠に完

全に赦す。この赦しに与る時、人間は立てるのである。赦しが再起をもたらす。この赦し

を一方的に与えてくださる新しい契約が、大祭司キリストにおいて成就した。だから、「罪

と不法の赦しがある以上、罪を贖うための供え物は、もはや必要ではありません。」 


